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別 紙 

会 議 の 経 過 
令和３年９月９日（木） 

午 前 ９時２６分 開議 

 

◎ 開会・開議の宣言 

○議長（濱野茂樹君） おはようございます。 

 本日は、前年度の会計決算を審議する決算審査であります。次の予算編成につなげるための大事

な審査であり、未来に向けたプロセスであります。活発な質疑をお願いいたします。 

 なお、質疑は決算内容についてのみお受けし、質問の際は審議をスムーズに進めるため、決算附

属書何ページ、もしくは決算書何ページと発言した後、質問をお願いいたします。 

 ただいまの出席議員は全員です。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

◎ 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（濱野茂樹君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第１２３条の規定によって、議長において 

           ３番、長谷川 議員 

           ７番、松 山 議員を指名します。 

 以上の両議員に差し支えのある場合は、次の号数の議席の議員にお願いいたします。 

 

◎ 日程第２ 議案第３７号 

○議長（濱野茂樹君） 日程第２、議案第３７号 令和２年度伊根町歳入歳出決算認定についてを

議題とします。 

 初めに、質疑区分についてお諮りします。 

 慣例により、一般会計歳入歳出決算の歳入全般を一区切りとします。一般会計歳入歳出決算の歳

出のうち、１款議会費から７款商工費までを一区切りとします。次に、８款土木費から１４款予備

費までを一区切り、合計３区切りとして質疑をお願いしたいと思います。 

 特別会計は、国民健康保険特別会計で、まず、事業勘定歳入歳出決算を一区切り、次に、伊根診

療所勘定歳入歳出決算及び本庄診療所勘定歳入歳出決算を一括して一区切り、合計２区切りで質疑

をお願いしたいと思います。 

 その他の特別会計は、会計ごとに区切って質疑をお願いいたします。 

 以上のような区分で質疑を行いたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議がないようですので、そのような区分で質疑を行います。 

 それでは、最初に、一般会計歳入歳出決算の歳入全般を対象として質疑を行います。 

 質疑はありませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑を終わりたいと思いますが、ご

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。 

 次に、一般会計歳出の１款議会費から７款商工費までを対象として質疑を行います。質疑はあり

ませんか。５番、山根議員。 

○５番（山根朝子君） 決算附属書の１３ページの②の行政情報発信事業についてです。「いねば

ん」のほかに、ＳＮＳによる発信を行ったとありますけれども、「いねばん」の利用状況というか

使用状況についてはどうなっていますか。 

 というのは、電源を入れていない家庭とか、操作を全くしていない人もいるというふうに聞いて
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います。こういうインターネットを使うツールというのは、使える人はどんどん便利になっていく

けれども、使えない人はどんどん置き去りにされていっていると思うんです。やっぱり利用ができ

ていない人は、多分どの家庭かというのはつかまれていると思うので、利用できていない人に対し

て個別の対応というのが必要と思いますが、そこら辺はどうでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） 議員おっしゃられますとおり、電源の入っていない世帯の確認は

させていただいております。ただ、タブレットの電源が入っていないイコール情報が受け取れてい

ないというものでもなく、今回のシステムにつきましては、個人のスマホでも情報が受け取れるよ

うにさせていたただいていますので、タブレットは電源は入れていないけれども、スマホ連携によ

りまして、スマホのほうで情報を受け取られておられるという方もおられるというふうには把握を

させていただいております。 

 おっしゃられました個別対応が必要な方もおられると思いますので、今年度のアンケート調査等

によりまして、そういう方への対応も十分、今後させていただきたいと思っております。 

○議長（濱野茂樹君） ７番、松山議員。 

○７番（松山義宗君） 決算書の６７ページ、ふるさと応援基金について伺います。 

 表の中の項目の中に「指定なし」というのがあるんですけれども、「指定なし」とは何にお使い

になったのか。それから、金額が６４０万円あったと思うんですが、積立金が９４円ということで、

これは手数料とか、ふるさと納税の返礼品を返すと、これぐらいの金額になってしまうということ

なんでしょうか。 

 それと、決算書６９ページ、再生可能エネルギーについて伺います。 

 調査内容について、残土処分場に大規模太陽光発電を活用というふうにあるんですが、確かあそ

こは森林に戻すということだったと思うんですが、その辺をちょっとお伺いいたします。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） まず、ふるさと応援寄附金の指定なしという区分につきましては、

伊根町のほうでは、舟屋の維持、町並み美化、少子高齢化対策、農林水産業の振興、観光振興とい

う５つの区分をふるさと納税の使途として指定させていただいているんですけれども、特にそれを

指定しないという方がおられるというのが、この６４０万１，０００円という金額になります。そ

の方々につきましては、町長のほうで目的をつけまして、基金への積立てをさせていただいており

ます。 

 それから、９４円につきましては、寄附金を募集するに当たりまして必要な経費がございますの

で、目的のないところから控除いたしまして、残った９４円を目的に振り分けて積立てをさせてい

ただいているという状況です。 

 それから、再エネ活用、エネルギー導入可能性調査の残土処分場での大規模太陽光発電の検討で

すけれども、これはあくまで検討というところで、あそこの土地でしたらどれぐらいの発電量の装

置が設置でき、その場合の関西電力への送電の関係とか、そういうことを可能性として調査をさせ

ていただいております。 

○議長（濱野茂樹君） ７番、松山議員。 

○７番（松山義宗君） 目的なしということは、指定がないというのは、どう振り分けていいかと

いうところもあるでしょうし、そこは行政のほうにお任せするということでいいのかなというふう

に思っております。 

 続きまして、決算書の７１ページです。減債基金の積立金について伺います。 

 前年度は利子相当分ということで、それだけの積立てだったと思うんですけれども、２年度は

２億円以上のものが積み立てられております。これについて、ちょっとお伺いしたいと思います。 

 ２億円が減債基金の中で返済するのに必要であったかどうかということをお伺いしたい。 

○議長（濱野茂樹君） 休憩します。 

休憩  ９時３９分 

再開  ９時４０分 

○議長（濱野茂樹君） 再開します。 
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 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） ただいま、減債基金の積立額についてのご質問を頂戴いたしました。

歳計剰余金のうち２分の１の額、これは実質収支のですね、につきましては、地方財政法の規定に

よりまして、２分の１以上財政調整基金に積み立てるというルールがございます。これは法に定め

られたルールでございますので、その金額につきましては財政調整基金に積み立てる。それを除い

た歳計剰余金につきましては、今後の財政運営方針に従って、どのように使うのか、例えば繰上償

還に使うのか、基金に積み立てるのか、これは自治体の裁量とされておるところでございます。 

 現在の財政調整基金の残高と減債基金の残高を見比べまして、近年、減債基金のほうが減少して

おりましたので、減債基金のほうに積み立てるべく積立てをさせていただいたというところでござ

います。 

○議長（濱野茂樹君） ７番、松山議員。 

○７番（松山義宗君） 財政調整基金が多いからということなんですかね。 

○議長（濱野茂樹君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） 潤沢かどうかという意味で多いということではなく、金額を相対的に

比較して、財政調整基金のほうが残っておりましたので、減債基金を積立てさせていただいたとい

うことでございます。 

 財政調整基金につきましても、一般論として、自治体の、例えば標準財政規模であるとか予算編

成規模に比して、どの程度という基準というのは明確なものがないものでございまして、近年の財

政運営の状況ですとか、少し前になりますが、集中改革プランで財政健全化を果たした当時の基金

の残高の状況、こういったものを勘案しまして、減債目的で使える基金と財政運営目的で特に使途

が限定されない目的の基金と、こういったあたりを考えた上での振り分けの結果というふうにご了

解いただけましたらと思います。 

○議長（濱野茂樹君） ６番、大谷議員。 

○６番（大谷 功君） 附属書の２０ページ、１２番の再生可能エネルギー導入可能性調査事業で

すが、結果が出たということで記載がしてあるんですけれども、これを受けて、今後どういうふう

に再生可能エネルギーを伊根町として導入しようというのか。一つは、太陽光発電という話は伺い

ました。そのほかはどういうふうなお考えがあるのか、それから、中身について、温泉熱のところ

で農業分野での利用可能性が示唆されたということなんですが、これはどういうことであったのか

お伺いしたいと思います。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） 太陽光以外のその他のエネルギーの可能性ですけれども、一つは

温泉熱を調査いたしまして、陸上養殖ではなかなかちょっと可能性というか、今後使い勝手といい

ますか、実現可能性は低いという結果になりました。 

 農業分野につきましては、検討委員会のほうに農業委員会の会長さんとか入っていただいている

中で、あと業者さんのヒアリングをしていく中で、町内の飲食店等、葉物野菜とかそういったもの

も、町内産でなかなか入手しづらいという状況があったということもございまして、今年度、その

可能性を改めて、農業分野への利用の可能性を調査させていただいております。それは温泉熱に限

らず、例えば地中熱とか太陽光も含めて、農業分野でどういった再エネが活用できるかというのを

今年度調査させていただいております。 

○議長（濱野茂樹君） ５番、山根議員。 

○５番（山根朝子君） 決算附属書の３９ページの子育て支援共通事業費です。（２）で、保育所

におけるＩＣＴ化推進のための視察を行ったとありますけれども、保育所でのＩＣＴ化をどのよう

に進めていこうと考えていらっしゃるのかお聞きしたいと思います。 

 そして、４０ページですけれども、保育所管理運営費で入所の状況が書かれていますけれども、

入所の待機者という子供さんはいらっしゃいますか。その２点お願いします。 

○議長（濱野茂樹君） 石野課長。 

○保健福祉課長（石野 靖君） それでは、ただいま質問いただきました保育所におけるＩＣＴ化

推進のための視察ということであります。 
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 令和２年度、一定、保育所業務の見直しのことでシステム導入の予算が組んでありまして、それ

をいかに有効に執行し、保育所業務を円滑に運営できるかというところを検討しておりました。一

つには、保育園につきましては８時から１８時、夕方６時ですね、１２時間、途中職員休憩がある

にしても、１人の職員でその時間フルにというわけにはいかず、早出勤務、遅出勤務、通常勤務と

いう３つの勤務形態があったりしまして、そういったシステム、出勤の管理がまずしやすいものが

あるかどうか。 

 さらには、保育園につきましては、それぞれイメージしやすいものとしまして、小学校でいう

１学期、２学期、３学期、期ごとの成長であったり、保育の狙いであったり、それに対して、どの

ようなところまでの成長が見込めた、今後どうつなげていくかということを期ごとに分析し、さら

には年ごとの総括、それを低い年齢の子は上の年齢に上がったときにつないでいく、さらには小学

校につないでいくといったものを書類で作っているわけですね。そういったものが、近年のタブレ

ットであったり、パソコンであったりで管理ができれば、データの移行がスムーズにいくであろう。 

 さらには、保護者さんへの通知についても、そういったものでタイムリーにといいますか、必要

な時期に必要な情報だけを小出しにといいますか、送る方法もある。そういった総合的なシステム

が世の中に幾つかありまして、それが実際、伊根保育園、本庄保育所、児童さん少ない中、職員も

いろんな業務をしている中、そういったものが使えるかどうかを、予算はあるけれども、まずは研

究してみないと、導入したけれども使えなかった、使うことによってさらに業務量が増えてきて、

導入したことによるメリットとデメリットを比較すべきだなと判断しまして、近隣のところへ行っ

て、実際保育士に使い具合などを聞かせていただく視察をさせていただきまして、若干、令和２年

度中の結論としましては、導入は見送り、ちょっと時期尚早かなという結論に至ったところです。 

 そうこうしているうちに「いねばん」が普及しましたので、ひょっとして保護者へのお知らせは

「いねばん」を活用してできるかなと、今、検討も進めていく上で、そういうものから始めれば、

最終的に、やはり保育専門のシステムを導入したほうがいいという結論になるかどうか分かりませ

んが、令和２年度は視察を行った結果、少し見送ろうという結論に至りました。 

 もう一つ質問がありましたのは、保育所入所の待機というところですね。本町で進めております

１歳児保育に限りますと、待機児童はなしという結論でございます。 

○議長（濱野茂樹君） ３番、長谷川議員。 

○３番（長谷川貴之君） 決算書の１０９ページです。火葬場の周辺清掃業務についてです。 

 火葬場の清掃業務につきましては、施設また周辺の駐車場の清掃も入っておるかと思います。現

在、各漁港が釣り人の駐車締め出しといいますか、駐車禁止のほうを徹底されている関係で、火葬

場の駐車場が釣り人の駐車場になっておるという現状があるということをお聞きしておりますし、

私も一度その現場を見たことがあります。 

 昨年度、火葬場の使用が９件と、令和元年度に比べまして利用が多かったようですが、実際に釣

り人の駐車が口コミで広まって、そういった実際に火葬場を使用されるときに支障が出てくること

が起こるような気もしております。そういったことの把握と今後の対策を考えておられるのかお聞

かせください。 

○議長（濱野茂樹君） 増井課長。 

○住民生活課長（増井和彦君） ただいまの長谷川議員のご質問にお答えしたいと思います。 

 非常に申し訳ないんですけれども、町としましてその実態を把握しておりませんでした。なので、

今後、振興公社とも十分にそういった、取締りじゃないですけれども、そういった実態があるのか

ということも踏まえてちょっと確認をさせていただいて、今後対策を取っていきたいというふうに

思っておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（濱野茂樹君） 休憩します。 

休憩  ９時５１分 

再開  ９時５４分 

○議長（濱野茂樹君） 再開します。 

 ほかに質疑はありませんか。２番、上辻議員。 

○２番（上辻 亨君） 附属書で２６ページ、決算書のほうでは７９ページで、個人番号カード交
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付事業ということで８９万４，６００円あるんですが、通知カード保有件数５件、受取拒否また住

所不在というのが５件あるということなんですが、これずっと預かっておるのか、今後どうされる

のでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 増井課長。 

○住民生活課長（増井和彦君） 上辻議員のご質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

 現在、昨年度からなんですけれども、保有件数としまして、お送りさせていただいたんですけれ

ども、宛名なしで返ってきたという状況、それから受取拒否ということで返ってきた件数が合計

５件ということですので、もうしばらくといいますか、当分の間は、もう一度チャレンジして郵送

してみるだとか、そういう対応をしていかないかんかなというふうには思っております。 

 さらに、京都府自治振興課のほうにも確認をしまして、そういったケースについて、今後どうい

うふうにして対応したらいいかということも確認をしながら、対応を図っていきたいと思っており

ます。 

○議長（濱野茂樹君） ５番、山根議員。 

○５番（山根朝子君） 決算附属書の７０ページの伊根浦公園管理運営費です。 

 （３）に利益還元使途として自治会等の観光関連活動支援とありますけれども、具体的には、こ

れはどういう活動のことを指しているんですか。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） 今年度の観光協会の利益還元につきましては、自治会等への支援

等ということで、滝山保勝会さんが整備をされました作業路整備に補助金を支出したというふうに

報告をいただいております。 

○議長（濱野茂樹君） ほかに質疑はありませんか。７番、松山議員。 

○７番（松山義宗君） 予算書の１２１ページ、農業振興費について伺います。 

 当初予算が２，１００万円、補正が１，０５０万円、それで不用額が１，０００万円というふう

になっているんですけれども、何かできない事業があったのかどうかということお伺いしたい。そ

れから観光費、決算書の１３５ページですね。ここも同じく、当初予算が７，８００万円、補正が

８，７００万円、合計で１億６，０００万円の予算ですけれども、支出が６，５００万円、要する

に１億円が繰越しだとか不用額というふうになっているんですが、これコロナの影響があったとは

思うんですが、次の年度に送ったもの、それから不用となったもの、事業ができなかったというも

のがあれば教えてください。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） 観光費につきましてお答えさせていただきます。 

 観光費につきましては、８，７００万円補正をさせていただきまして、そのほとんどが明許繰越

の８，８００万円というところで、旧向井邸の観光施設整備のほうの事業に繰越しをさせていただ

いております。 

○議長（濱野茂樹君） 森田課長。 

○地域整備課長（森田連三君） 大変申し訳ございません、農業振興費の不用額１，０００万につ

きましては、大変申し訳ございません、後ほどお答えをさせていただければと思います。 

○議長（濱野茂樹君） 休憩します。 

休憩 １０時０１分 

再開 １０時０２分 

○議長（濱野茂樹君） 再開します。 

 ほかに質疑はありませんか。８番、佐戸議員。 

○８番（佐戸仁志君） 附属書の１７ページ、お試し住宅の運営ですが、運営に要した額が

１１３万５，０００円、利用者に利用料をもらっているにもかかわらず１１３万円要ったというこ

との主な要因をお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） １１３万５,６６７円、内訳につきましては、決算書の６５ペー

ジの定住促進事業になるわけなんですけれども、利用者から徴収し切れないものとしましては、浄
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化槽の点検等、それから清掃業務といたしまして、利用者が入れ替わるたびとか、今年度は利用が

なかったわけなんですけれども、清掃のほうを業者に委託したりしてやらせていただいております。 

 それから、住居の借上料につきましても、所有者の方には月額３万円お支払いし、利用者の方に

は２万５，０００円で徴収やっておりますので、その差が出ていると思います。 

 それからあとは、テレビ組合の関係とか、工事請負でエアコンの取替え等をやらせていただいた

というものが積み上がって１１３万５，６６７円となっております。 

○議長（濱野茂樹君） ８番、佐戸議員。 

○８番（佐戸仁志君） ということは、これから毎年、ほぼ同額のお金がかかっていくと。下手し

たら、利用者が多ければ、もっともっと余計かかるということでよろしいんでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 千賀課長。 

○企画観光課長（千賀和孝君） その点、ちょっと改善策も検討しておりまして、光熱水費につき

ましては、実費徴収をさせていただいておるんですけれども、その点も、直接所有者さんのほうに

名義を変えて、３か月間ですけれども、関電のほうとそういうことができないかという調整はさせ

ていただいております。 

 その他につきましては、今年度並みのものがかかってくると思っていまして、利用料で全てが相

殺できるものではないと思っております。 

○議長（濱野茂樹君） ８番、佐戸議員。 

○８番（佐戸仁志君） 特別会計で聞いていいのかどうなのかがよく分からないんですが、附属書

の５２ページの伊根診と本庄診の赤字の補塡分ですわね。特別会計のほうを見ますと、そんな大き

な差がないような気がするんですが、伊根診は３００万円、本庄診療所が２，０００万円、この金

額の要因は何か、ちょっと教えていただきたいと思います。 

○議長（濱野茂樹君） 増井課長。 

○住民生活課長（増井和彦君） 佐戸議員のご質問にお答えをさせていただきます。 

 全協でも説明させていただきましたとおり、伊根診、本庄診療所、共にコロナ禍の影響で診療収

入が減少しました。さらに、本庄診療所につきましては、一番よく見ていただけたら分かりやすい

のが、附属書の１２５ページをご覧ください。 

 この中で、本庄診療所につきましては、各種電子カルテの端末購入事業だったりだとか、それか

ら浄化槽の改良工事、そういった工事が伊根診に比べて、大幅に事業としては多かったということ

も一つの要因かなというふうに思っております。 

○議長（濱野茂樹君） ほかに質疑はありませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑を

終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 休憩します。１０時１５分まで休憩といたします。 

休憩 １０時０８分 

再開 １０時２０分 

○議長（濱野茂樹君） 再開します。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 森田課長。 

○地域整備課長（森田連三君） 大変お待たせいたしました。 

 農業振興費の不用額１，０００万円の件でございますが、まず一番大きなものとして、移住者へ

の住宅改修支援、これが３件、当初で計上しておったものが未執行に終わりましたので、その分が

丸々執行残で残っております。 

 さらに、担い手育成の事業が２５０万円、それからコロナウイルス対策支援のほうが１００万円、

ほかは執行残ということで１，０００万円になっておるというものでございます。 

○議長（濱野茂樹君） ７番、松山議員。 

○７番（松山義宗君） 移住促進住宅整備事業補助金３件が未執行というのは、何か事情があって

のことでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 森田課長。 
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○地域整備課長（森田連三君） 例年二、三件ぐらいの移住者が住宅改修のほうを要望されますの

で、それを見込んで、特に案件、これというものがあったわけではなく、３件当初予算のほうで計

上させていただいたんですけれども、それが昨年度丸々、どなたもご要望なかったということで、

執行せずにそのまま残ったというものでございます。 

○議長（濱野茂樹君） 次に、一般会計歳出の８款土木費から１４款予備費までを対象として質疑

を行います。 

○議長（濱野茂樹君） ８番、佐戸議員。 

○８番（佐戸仁志君） 附属書の７８ページ、防災備蓄品の一覧ですが、コロナウイルス関係の備

蓄品がサーモグラフィーカメラ４台、酸素濃度計４個ぐらいのようなんですが、今年の３月といい

ますと、コロナウイルスが蔓延して１年以上たっておりますが、マスク、アルコールなどの備蓄が

ないというのは、買えなかったのか、それか必要ないと思われたのか、その辺お聞かせ願いたいと

思います。 

○議長（濱野茂樹君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） 防災関係で備蓄しましたものをここに記載させていただいておりまし

て、マスク、消毒薬類につきましては保健センターの備蓄でさせていただいておりまして、実際に

はございますんですが、防災費の部分で一覧の中にはないということございます。 

○議長（濱野茂樹君） ６番、大谷議員。 

○６番（大谷 功君） 附属書の７１ページ、８款土木費です。 

 残土処分場の管理事業の中で、工事請負費沈砂池土砂撤去等の工事なんですが、熱海のほうでの

土砂の流出という大きな問題が出てきまして、伊根町では、残土処分場では傾斜を大変緩くしたり

とか、沈砂池を設けたりしてとか、土砂の流出については基本的には安全だというふうに聞かされ

ておるんですけれども、この沈砂池の土砂撤去等工事ということで１，１００万円、どの程度の土

砂の流出、流れ出というのが池にあるのか、流れる量によってはちょっと危険だなという心配もす

るんですけれども、そこらはどうなんでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 森田課長。 

○地域整備課長（森田連三君） 申し訳ございません、それも後ほどお答えをさせていただければ

と思います。 

○議長（濱野茂樹君） ２番、上辻議員。 

○２番（上辻 亨君） 附属書のほうで８６ページなんですが、学校管理運営費ということで、令

和２年度は数々の整備をしておるところなんですが、コロナウイルス感染対策によって小学校、中

学校、水道の蛇口だとか、そういったようなところの修繕はなされたのでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 石井次長。 

○教育次長（石井明博君） こちらの決算附属書のほうでいきますと、伊根小学校、真ん中のほう

に工事請負費で自動水栓設置工事、あとトイレ自動照明設置工事と、本庄小学校についても自動水

栓設置工事、こちらが蛇口を、電気が取れるところは電気式のジャーッと出るやつで、電気取れな

いところは乾電池式のものでやっております。 

 コロナウイルス対策関係は、国のほうから５０万円の補助等ありまして、緊急事態宣言措置の対

象の都道府県はそれが１００万円、それにコロナウイルス対策の交付金で合計２００万円、各校そ

れぞれ予算配分になりまして、校長先生の裁量で、こういった自動水栓に替えたり、網戸を設置し

たり、あと消耗品について、ここに出てきていませんが、必要な消耗品も買ったりして対応してお

ります。 

○議長（濱野茂樹君） ５番、山根議員。 

○５番（山根朝子君） 決算附属書の８０ページの備蓄品の充足率です。食料を除いて全部充足に

なっています。食料のほうが９７％ということで、これ何で１００％にならないのかなと思うんで

すけれども、何か理由がありますか。 

○議長（濱野茂樹君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） 食料につきまして、この基準では１人当たり２食ということで、

２，１００食が京都府の基準として示されておりまして、今回、この年度末の棚卸しの段階で
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２，０４８で９７％、令和３年度の予算執行の中で１００％充足しておりますので、そこのところ

はご安心をいただけましたらと思います。 

○議長（濱野茂樹君） ６番、大谷議員。 

○６番（大谷 功君） 決算附属書の８７ページ、学校ＩＣＴ環境整備事業の教材、タブレットの

購入ですが、これは中学校も含めてですけれども、子供さんのことなので、どうしても落としたり

とか何かを当てたりとかして画面が割れたり、それから破損することというのがあると思うんです。

そういう場合について、家に持って帰っておられるのか、今どうか分かりませんけれども、家に持

って帰っておってコーヒーこぼしたとか、そういうので破損した場合、修理についてはどういうふ

うに考えておられるのか。結構修理となれば、負担が大きいなと思うんですけれども、お考えをお

聞かせください。 

○議長（濱野茂樹君） 石井次長。 

○教育次長（石井明博君） タブレット端末につきましては、現在のところ持ち帰りはしておりま

せんが、臨時休校等なった場合には持ち帰れるよう進めております。 

 壊れた場合なんですけれども、校内においても家庭においても、故意に、わざと壊した場合と、

あとそうじゃない、たまたま壊れた場合とあると思うんですけれども、基本的には、本当に悪質に

壊したという場合でない限り、修理なり予備機によって、町の予算のほうで対応する予定です。 

○議長（濱野茂樹君） ６番、大谷議員。 

○６番（大谷 功君） 大変安心したんですが、保険というのにはそれは入っておられるんでしょ

うか。 

○議長（濱野茂樹君） 石井次長。 

○教育次長（石井明博君） 保険のほうは最初想定していなくて、保守契約が可能でしたが、保守

契約の金額とスポットで修理する場合と検討しまして、現在のところ保守契約せずに、その都度修

理をする方向で考えておりまして、最近保険の商品も出てきているようですので、今後は保険のほ

うもちょっと検討したいなと思っています。 

○議長（濱野茂樹君） 森田課長。 

○地域整備課長（森田連三君） 先ほど大谷議員よりご質問いただきました沈砂池の土砂撤去工事

でございますが、撤去土砂量は３５５㎥ということでございます。 

○議長（濱野茂樹君） ６番、大谷議員。 

○６番（大谷 功君） これは多いのか少ないのか、ちょっと僕、判断ができんのですが、担当と

して多いと思っておられますか、少ないと思っておられますか。 

○議長（濱野茂樹君） 森田課長。 

○地域整備課長（森田連三君） ３５５㎥流れ出してくるということであろうかと思いますが、土

砂を受け入れておる以上、ある程度のそういった土砂の流出というものはやむを得ないものと考え

ております。３５５㎥という水が仮に一気に流れてきたとしましたら、大変な災害が起こるであろ

うと思います。そういった意味も含めまして、これは残土処分場を運営しておる町としての責務と

してやるものでございますので、搬入される土砂が流出しやすいものであるかどうかというよりも、

義務としてやるべきでありますし、多い少ないというものではないかなと考えております。 

○議長（濱野茂樹君） 休憩します。 

休憩 １０時３５分 

再開 １０時３６分 

○議長（濱野茂樹君） 再開します。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ほかに質疑はありませんか。４番、中嶋議員。 

○４番（中嶋 章君） 附属書の７３ページ、決算書の１４９ページ、住宅費、住宅管理費の町営

住宅の管理事業のことでお伺いいたします。 

 修繕料が毎年多額発生しているんですけれども、例えば給湯器の修繕なんですけれども、その頻

度、どういう年数使用されたのか分からないんですけれども、退去されたその都度、機器を交換さ

れるのか、メンテナンスされるのか。多少の使用頻度が少なかったら点検程度で済ませて、例えば
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故障したときに修繕するとか、そういう方法で少しでも修繕費を抑えるとか、そういう方法は考え

られないものでしょうか。 

 もう一点、決算書の工事請負費の内訳はどうなっておりますでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 森田課長。 

○地域整備課長（森田連三君） 町営住宅の小修繕等でございますが、現実問題として、毎年１回

点検等にお伺いするということも当然考えていくべきことかもしれないんですけれども、取りあえ

ず現状を申し上げますと、故障したという段階で町のほうにご連絡をいただきまして、それに対し

て修繕を行っていくというものでございます。 

 当然、新しいうちは故障は少ないですけれども、古くなってまいりますと、どうしても故障は増

えてまいります。また、修繕費の中には、退去された後に次の方が入るまでに内装をやり替えたり

するということもございますし、清掃するということもございますので、そういった経費も含めて

ここには計上されております。 

 それから、決算書のほうの工事費２０万円ぐらいのものなんですけれども、これは恐らく、修繕

費が比較的高額であったものを工事費のほうに計上してある予算で執行したものだと思います。詳

細につきましては、またお調べをさせていただきます。 

○議長（濱野茂樹君） ほかに質疑はありませんか。８番、佐戸議員。 

○８番（佐戸仁志君） 附属書の７６ページの消防団の行事等の活動なんですが、昨年度、ほぼ全

ての行事が中止、今年度も今のところ、ほぼ中止になっていると思いますが、この中にもほとんど

の方が、消防団の幹部を経験された方がおられると思うんですが、消防団員の士気、非常時におけ

る活動ができるかどうか。この辺はどうお考えかをお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（濱野茂樹君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） ただいま佐戸議員からご指摘をいただきました消防団員の士気の維持

でございますね、非常に重要な問題というふうに私どもも考えます。 

 このように１年間を通して各種行事、訓練ができなかったという事態は、これまでにない事態で

す。現在の消防団の幹部の皆さんも、同じように危機感を持っておられるのではないかなというふ

うに推測しておりまして、団長以下幹部の皆さん方で、今後のコロナ禍が過ぎ去った後、あるいは、

このような状況下でもできる様な士気と技能の維持、こういったことをお考えいただいておるので

はないかなと推測しておるところでございます。 

 また一方で、現在政府のほうで、緊急事態宣言中であっても、ＰＣＲ検査で陰性であることが分

かっておる方や接種済みの方については、一定の行動制限を緩めていく方向性が今示されようとし

ております。このような中で、消防団の訓練等も再開の見通しが立ちましたら、速やかに実施して

いただきまして、士気の維持・高揚を図っていただくようなことができればというふうに今思って

おるところでございます。 

○議長（濱野茂樹君） 質疑はありませんか。質疑なしの声がありますが、これで質疑を終わりた

いと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、特別会計の国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳出決算を対象として質疑を行います。質

疑はありませんか。質疑なしの声がありますが、これで質疑を終わりたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、国民健康保険特別会計の伊根診療所勘定及び本庄診療所勘定の歳入歳出決算を対象として

質疑を行います。質疑はありませんか。質疑なしの声がありますが、これで質疑を終わりたいと思

いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、簡易水道特別会計歳入歳出決算を対象として質疑を行います。２番、上辻議員。 
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○２番（上辻 亨君） 附属書のほうで１２７ページ、簡易水道施設建設改良事業の状況というこ

とで、いろいろなところで工事をされておったわけですが、今回補正でも、蒲入地区のほうで給水

管の周りが沈下したというような事例がありました。このようなことを調べるというような予算組

みはされていなかったんでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 休憩します。 

休憩 １０時４９分 

再開 １０時４９分 

○議長（濱野茂樹君） 再開します。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 森田課長。 

○地域整備課長（森田連三君） 予防的予算のことをおっしゃっておられることと思いますが、現

在のところ、そういった予算はつけておりません。 

○議長（濱野茂樹君） ほかに質疑はありませんか。６番、大谷議員。 

○６番（大谷 功君） 決算附属書の１２６ページです。２節の２番、配水量の状況分析の欄の一

番下の有収率ですが、過去から見てみますと、大体有収率９４％前後で推移しておるんですけれど

も、今回９０％を切ったということは、これは冬の凍結による管の破裂による漏水と見るべきなの

か、それとも送水管の老朽化による漏水が増えたと見るべきなのか、そこらのことが検討されてお

りましたら聞かせてください。 

○議長（濱野茂樹君） 森田課長。 

○地域整備課長（森田連三君） 有収率につきましては、昨年度、小規模な漏水が長期間に及んだ

ためということで聞いております。ただ、漏水はあるようだけれども、どこが漏水しているという

点についてはなかなか把握が難しくて、漏水の度合いが大きくなってくると漏水箇所も発見しやす

くなるということもございまして、なかなかすぐに修理をすることができなかったということで聞

いております。そういうところで有収率が下がったということでございます。 

 老朽管につきましては、計画的に本管の敷設替え等させていただいておりますので、老朽化のみ

ならず様々な要因で漏水に至る経過が、要因があろうかと思いますので、この点については、ある

程度やむを得ないかなと考えております。 

○議長（濱野茂樹君） 質疑はありませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑を終わり

たいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、下水道事業特別会計歳入歳出決算を対象として質疑を行います。質疑はありませんか。質

疑なしの声がありますが、これで質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、財産区特別会計歳入歳出決算を対象として質疑を行います。質疑はありませんか。質疑な

しの声がありますが、これで質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、介護保険特別会計保険事業勘定及び介護サービス事業勘定を対象として質疑を行います。

５番、山根議員。 

○５番（山根朝子君） 決算附属書の１３７ページです。②の生活支援体制整備事業費ですけれど

も、蒲入のほうに１万円補助が出ています。去年は蒲入は２万円だったと思うんですけれども、補

助金が。これは、コロナウイルス対策で開催回数が減ったという理由で減額になったのでしょうか。 

 それから関連して、去年は峠もこの補助金を受けていたと思うんですけれども、やっぱりコロナ

ウイルス対策の中で、なかなか開催できないというので減ったのかなと想像するんですけれども、

これから参加する地区を増やしていくというふうな取組はされるのでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 石野課長。 
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○保健福祉課長（石野 靖君） ただいまの生活支援体制整備事業でございます。 

 令和２年度は蒲入地区１件のみ、令和元年度は他地区もあったというところでございます。この

事業、どこまでいきましても、地域が実施主体となって取り組まれるものですので、その地域がさ

れることに対し、町として支援をしていく、開催の内容であったり、やり方であったり、さらには

財源的な支援も行っていくというものでありますので、地域が積極的に取り組まれるよう進めてい

くべきことかも分かりませんし、そうではなく、例えば社協さんであったりとかＮＰＯさんが入っ

ているところも多々あったりしますので、今後そういったところとの、事業を実施されているとこ

ろとの兼ね合いもございますので、一概にしていないというものではないかと思いますので、なか

なか事業所などが取り組みにくいところがあるようで、必要であると判断するなら、支援に向けた

調整が必要かなと考えております。 

 金額がちょっと減ったのは、開催回数の問題なのかどうかまではちょっと今お答えできないので、

調査必要でしたら、また後ほどお答えさせていただこうとは思うんですが、ちょっと金額のところ

までまだ調べておりません。 

○議長（濱野茂樹君） ５番、山根議員。 

○５番（山根朝子君） すみません、３つ目、③の認知症総合支援事業なんですが、これは新型コ

ロナウイルス対策のため、検討委員会が中止になったという説明がありましたが、もともと対象者

がいなかったということでいいんでしょうか。昨年度の資料を見ますと、１名対象者がおられて、

コロナウイルス対策の関係で書面での検討会を開かれたということだったんですけれども、今年は

対象者を挙げることもコロナウイルス対策の関係で難しかったということなのか、もともと対象者

がいなくてこうなったということなのか、どうでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 石野課長。 

○保健福祉課長（石野 靖君） コロナウイルス対策の関係で中止というところであります。対象

者がいれば必要な事業は支援していく、必要なときには必要なことをする、コロナウイルス対策だ

ったからといって必要なことをしていないというものではない。特に、コロナウイルス対策が今回

の決算附属書、多くございますし、特に年度当初、まだ何も見えない４月頃の状況を思い返してい

ただきたいんですが、一斉の休校要請があった頃、今の感染状況と比較してどうかと言われると、

そこまでは私も言うつもりはないですが、目に見えないコロナウイルス対策の関係で、かなりの事

業を休止していたところがあるので、今回附属書のほうでは、こういった認知症初期集中支援事業

としては行えなかったというもので、必要な方へは必要な支援をさせていただいております。 

○議長（濱野茂樹君） ほかに質疑はありませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑を

終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、訪問看護事業特別会計歳入歳出決算を対象として質疑を行います。質疑はありませんか。

質疑なしの声がありますが、これで質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 最後に、後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算を対象として質疑を行います。質疑はありません

か。質疑なしの声がありますが、これで質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 ここで、先ほど中嶋議員より質問のありました決算書１４９ページ、町営住宅管理事業工事請負

費について、答弁保留の分、答弁を求めます。 

 森田課長。 

○地域整備課長（森田連三君） 先ほど中嶋議員よりご質問いただいた件についてお答えいたしま

す。 

 工事費の内訳につきましては、本庄宇治特定公共賃貸住宅の低木撤去、こちらのほうが９万

９，９００円、それから、日出団地付近に公園があるんですけれども、こちらの滑り台撤去、こち
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らが１１万円の執行となっております。 

○議長（濱野茂樹君） 以上で令和２年度歳入歳出決算の全ての会計の質疑が終わりましたが、こ

の際、全ての会期を通して何か質疑がありましたら、これを受けることといたします。ほかに、一

般会計及び各特別会計の歳入歳出決算について質疑はありませんか。４番、中嶋議員。 

○４番（中嶋 章君） 防災備蓄品の処分期限のことでちょっとお伺いしたいんですけれども、食

料品の期限来ると、どういうふうに処分されているのかお聞きしたいんですけれども、アルファ米

なんか結構日もちもすると思うんです。期限が来る前、見込まれるやつは、例えば何かの集会で皆

さんにそういう防災体験をしてもらうときに試食してもらうとか、そういう無駄にならない処分方

法とか、そういうのは考えられないものなんでしょうか。 

○議長（濱野茂樹君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） ただいまの防災備蓄品の食料品の処分期限の件でございますが、本年

度は実施できておりませんが、例年、コロナ禍以前の状態のときには、本町が主催しまして各地域

で実施していただきます防災訓練におきまして、実際に消費期限の近づいたものから参加者の方に

試しにお使いいただく、食べてみていただく、実際に使うときには水でも食べられるようになりま

すよ、でも、お湯で戻すとこういうふうになりますよというような実際の体験をしていただいてお

ります。また、災害発生時、避難所を開設した際におきましては、そこで提供もさせていただいて

おりまして、なくなっていっておる部分もございます。 

 令和２年度、令和元年度のコロナ禍においては、そういった訓練ができておりませんでしたので、

消費できておりません。ここの分については、どのようにさせていただくのがよいのか、今ちょっ

と考えがなかなか至っていないんですけれども、これ以外の部分でも、例えば教育委員会と連携し

て、学校で何かそういったような教材的な使い方ができないかというようなことも一時考えていた

だいたりもしております。 

 このような形で、できるだけ無駄にならない方法は、こちらのほうでも鋭意検討させていただき、

これからも考えていきたいというふうに考えております。 

○議長（濱野茂樹君） ほかに質疑はありませんか。質疑なしの声がありますが、これで一般会計

及び特別会計の歳入歳出決算について質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（濱野茂樹君） 異議なしと認めます。 

 これで議案第３７号 令和２年度伊根町歳入歳出決算の質疑を終わります。 

 

◎ 散  会 

○議長（濱野茂樹君） 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 本日で全ての決算質疑が終了しましたので、９月１４日に予定しておりました本会議は休会とし、

最終日１７日は午前９時３０分から開催する予定でありますので、よろしくお願いします。 

 なお、初めに一般質問から行います。 

 お疲れさまでした。 

散会 １１時０９分 
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